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「
事
業
規
模
の
拡
大
は
求
め
て

い
ま
せ
ん
。
当
社
の
理
想
目
標
で

あ
る
『
誇
れ
る
企
業
・
立
派
な
企

業
』
の
実
現
に
向
け
て
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
だ
け
で
す
」

と
語
る
の
は
、
今
回
紹
介
す
る
能

美
市
の
株
式
会
社
光
栄
の
坂
本
典

昌
社
長
。

当
社
は
、
コ
マ
ツ
や
ニ
チ
ユ
、

Ｉ
Ｈ
Ｉ
建
機
な
ど
の
下
請
企
業
と

し
て
建
設
機
械
や
輸
送
機
器
の
ボ

ッ
ク
ス
や
フ
レ
ー
ム
、
カ
バ
ー
な

ど
の
部
品
加
工
を
手
掛
け
、
特
に

薄
物
か
ら
厚
物
ま
で
切
断
、曲
げ
、

溶
接
、
塗
装
な
ど
一
貫
生
産
で
対

応
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
た
従
業

員
二
十
名
弱
の
板
金
加
工
メ
ー
カ

ー
で
す
。

た
「
か
ん
ば
ん
」。
各
工
程
を
一

枚
の
か
ん
ば
ん
が
回
る
よ
う
に
工

夫
し
た
こ
と
に
よ
り
、
管
理
工
数

の
ム
ダ
を
削
減
し
、
仕
掛
品
在
庫

の
削
減
に
効
果
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。二

光
栄
流
「
標
準
化
」

社
内
の
基
本
ル
ー
ル
を
標
準

化
・
明
文
化
し
た
「
光
栄
マ
ン
フ

ァ
イ
ル
」
を
全
社
員
に
携
帯
さ
せ
、

週
一
回
開
催
す
る
昼
礼
を
通
し
て

徹
底
・
共
有
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
フ
ァ
イ
ル
に
は
、経
営
方
針
、

行
動
規
範
、
生
産
管
理
・
技
術
、

品
質
や
安
全
と
い
っ
た
項
目
別

に
、
例
え
ば
、「
も
の
づ
く
り
で
、

社
会
に
貢
献
」
と
い
っ
た
社
是
の

ほ
か
、
作
業
基
本
手
順
書
や
品
質

保
証
体
系
図
、
整
理
の
基
準
と
い

っ
た
最
低
限
守
る
べ
き
内
容
を
網

羅
・
分
類
し
て
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ

れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
固
定
的
な

も
の
で
は
な
く
、
昼
礼
な
ど
で
社

員
の
声
を
基
に
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

現
下
の
厳
し
い
経
済
環
境
の

中
、
独
自
に
構
築
し
て
き
た
光
栄

流
「
生
産
方
式
」
、
「
標
準
化
」
、

「
人
財
育
成
」
を
柱
に
、
も
の
づ

く
り
企
業
の
基
盤
を
整
え
、
更
な

る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

一
光
栄
流
「
生
産
方
式
」

光
栄
流
「
生
産
方
式
」
は
、
生

産
状
況
の
見
え
る
化
と
在
庫
を
持

た
な
い
こ
と
を
目
標
に
、
全
て
を

自
社
内
で
開
発
し
て
き
た
進
捗
管

理
シ
ス
テ
ム
と
ト
ヨ
タ
生
産
方
式

を
基
に
考
案
し
た
「
か
ん
ば
ん
」

を
主
体
と
し
た
仕
組
み
で
す
。

進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
、
各

工
程
毎
に
段
取
着
手
か
ら
加
工
、

検
査
完
了
ま
で
の
デ
ー
タ
を
端
末

に
入
力
す
る
こ
と
で
、
工
場
内
の

ど
の
端
末
で
も
進
捗
や
次
工
程
の

要
求
状
況
、
検
査
履
歴
な
ど
を
一

目
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
蓄

積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
作
業
時

間
短
縮
の
改
善
な
ど
に
も
活
用
し

て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
ト
ヨ
タ
生
産
方

式
を
参
考
に
自
社
の
生
産
形
態
に

合
う
押
し
込
み
型
と
し
て
導
入
し

三
光
栄
流
「
人
財
育
成
」

当
社
で
は
従
業
員
の
成
長
が
企

業
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う
信

念
の
も
と
、
計
画
的
な
育
成
・
評

価
・
報
酬
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
「
成
長
シ
ー
ト
」
で
、

一
種
の
目
標
管
理
制
度
と
い
え
る

も
の
で
、
光
栄
マ
ン
の
あ
る
べ
き

姿
を
細
か
な
項
目
に
設
定
し
、
半

年
毎
に
各
自
が
そ
の
目
標
に
対
し

て
自
己
と
管
理
者
・
社
長
が
評
価

す
る
仕
組
み
で
、
計
画
的
な
育
成

と
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
が
四
つ
の
委
員
会

（
改
善
・
品
質
・
安
全
・
５
Ｓ
環

境
）
の
自
主
活
動
で
す
。
全
て
の

社
員
が
一
年
任
期
で
何
れ
か
の
委

員
会
に
所
属
し
、
月
に
一
回
、
就

業
時
間
内
に
委
員
会
を
開
催
し
、

様
々
な
改
善
提
案
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
の
改
善
提
案
件
数
は
三

百
件
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
石
川
県

に
も
評
価
さ
れ
、
昨
年
三
月
、
県

内
で
第
一
号
と
な
る
石
川
県
人
材

育
成
優
良
知
事
表
彰
を
受
け
る
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

四
エ
コ
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得

工
場
の
正
面
上
部
に
は
「
エ
コ

ス
テ
ー
ジ
認
証
」
と
い
う
目
を
引

く
大
き
な
看
板
が
あ
り
ま
す
。

当
社
で
は
、
環
境
を
視
点
と
し

た
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

も
取
り
組
み
、
今
年
三
月
、
環
境

経
営
の
導
入
を
支
援
す
る
エ
コ
ス

テ
ー
ジ
の
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、

二
十
一
世
紀
の
大
き
な
テ
ー
マ
に

対
す
る
取
り
組
み
に
も
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
当
社
の
取
り
組
み

は
、
相
互
関
連
す
る
「
生
産
方
式
」、

「
標
準
化
」、「
人
財
育
成
」
の
ど

れ
か
一
つ
で
も
中
途
半
端
だ
と
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
坂
本
社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
全
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と

な
っ
て
、
三
位
一
体
で
進
め
て
き

た
こ
と
が
成
功
の
カ
ギ
だ
と
言
え

ま
す
。
当
社
に
息
づ
く
現
状
に
甘

え
ず
改
善
を
心
掛
け
る
姿
勢
が
続

く
限
り
、「
光
栄
流
」
の
更
な
る

深
化
・
進
化
を
促
し
、
今
後
も
企

業
成
長
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
き

ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）
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㈱光栄の坂本社長

工場内の様子

工場正面の様子


